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隣保館だよりは豊後大野市ホームページ（https://www.bungo-ohno.jp）でもご覧になれます。

ホームの分野別 → 教育・文化・スポーツ・人権・男女共同参画 → 人権 → 隣保館 →

隣保館だより の順にクリックしてください。
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こんにちは、隣保館です

１０月２７日に児童館の子どもたちと交流会をしました。

今回はグラウンドに田の字を書いて「田んぼ」ゲームをし

ました。昔ながらの鬼ごっこで、子どもたちは声をあげて元

第２回豊後大野市隣保館人権講座を開催しました

豊後大野市隣保館で第２回の人権講座を１０月１８日に開催しました。大分県人権啓発

講師の安藤千恵美さんを迎え、「生きる」～人権とのつながり～と題して歌を交えて講演をし
あんどう ち え み

ていただきました。

できることを感じました」「声を出して歌うこと

で心と心が通じ合った気がしました」などたくさ

んの感想が寄せられました。歌を通して“人との

つながり”や“思いやりの大切さ”を改めて感じ

る心温まる講演会でした。

講演会では、「チューリップ」「ぞうさん」「手のひらを太陽に」

の童謡を通して、人権について楽しく学びました。参加者は歌を

一緒に口ずさみ、隣の人と挨拶を交わすなど、和やかな雰囲気の

中で学習ができました。

人権とは“幸せに生きる権利”であるとのお話があり、幸せの

条件として「自分が好きであること」「他人の役に立つこと」「他

人を信じられること」の３つがあげられました。また、「“ありが

とう”は感じのいい日本語で魔法のことばです」とのお話も印象的でした。参加者からは、

「ありがとうを感謝をこめて、たくさん言おうと思いました」「他人には言えるのに、身近

な人にはなかなか言えないことに気づきました」「自分を大切にすることで、他人も大切に

気いっぱいに走り回り、笑顔があふれました。懐かしい遊びを通して、交流の輪

が広がりました。

次回はまちなかサロンの利用者が作ってくれた“お手玉”で遊びます。 サロンで作ったお手玉
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２日（火）手編み教室（１０時～）

６日（土）豊後大野市人権を守る市民のつどい

（エイトピアおおの：1０時００分～）

９日（火）料理教室（9時３０分～）

１０日（水）出前隣保館（辻：９時３０分～）

１６日（火）ヨガ教室（18時～）

１７日（水）書道教室（1８時３０分～）

２４日（水）まちなかサロン（９時３０分～）

の行事予定

令和７年度 人権を守る市民のつどい

隣保館運営審議会委員研修

豊後大野市では、「人権を守る市民のつどい」を開催します。人権標語・ポスターの表彰

式と講演があります。参加無料となっていますので、お気軽にご参加ください。

日 時 １２月６日（土）1０：０0～12：00 （開場：9時30分）
会 場 エイトピアおおの 大ホール
・人権標語・ポスター表彰式
・講演 演題 誰もが「自分」を生きる力を

～人権が尊重される多様性社会をめざして～

講師 三木 幸美 さん（公益財団法人とよなか国際交流協会）
み き ゆ き み

手話通訳、託児サービス（無料）があります。

ハロウィンの飾りをいただきました

子ども食堂と児童館のお友だちからかわいいハロウィン

の飾りをいただきました。かぼちゃやオバケなど色とりどり

の飾りが館内をにぎやかにしてくれています。季節を感じる

素敵なプレゼントに心がほっこりします。

子ども食堂と児童館のみなさんありがとうございました。

みんなで築こう人権の世紀／12月 4日から 10日は人権週間です

１０月９日から隣保館運営審議会委員研修会を熊本県内の隣保館等で行いました。

小国町・南小国町では、「人権のまちづくり」をめざして2006年頃から町民人権劇団「光

座」が結成されており、練習や公演を重ねる中で、「学ぶことによってつながる」、「つなが

ることによってさらに学ぶ」そんないい循環の中で温かい信頼関

係が深められていることがわかりました。

山鹿市鹿本隣保館では、来民開拓団の真相に学びながら、部落

差別をはじめあらゆる差別をなくすための反差別のなかまづくり

について森山英治先生から熱いお話しを聴きました。参加者は、

正しい歴史や人との出会いから自分の生き方を考え直すことの大

切さを学びました。今後も隣保館のフィールドワーク研修等に今回

の研修で学んだ熱い思いを組み込んでいきたいと思っています。

来民開拓団は満洲開拓団の

一つで、供養塔には亡くなっ

た方々の名前と年齢が刻ま

れています。


